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部

佳

宏

 
 
 
一
 
は
じ
め
に

 
古
代
日
本
語
の
要
判
定
疑
問
表
現
と
し
て
は
、
主
と
し
て
、

 
A
文
中
用
法
の
助
詞
「
ヤ
」
を
用
い
る
形
式

 
B
文
末
用
法
の
助
詞
「
ヤ
」
を
用
い
る
形
式

 
C
文
末
用
法
の
助
詞
「
カ
」
を
用
い
る
形
式

の
三
形
式
が
使
用
さ
れ
る
。

 
『
今
昔
物
語
集
』
本
朝
世
俗
部
の
場
合
、
中
古
和
文
の
『
源
氏
物
語
』
や
、

中
世
の
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
と
比
較
し
て
、
次
の
よ
う
な
大
き
な
特
徴
が
み

 
 
 
ユ
 

ら
れ
た
。

 
日
文
中
用
法
の
．
「
ヤ
」
を
使
用
す
る
形
式
は
、
『
源
氏
物
語
』
の
場
合
よ
り

 
 
も
は
る
か
に
比
率
が
低
く
、
む
七
ろ
『
平
家
物
語
』
の
場
合
に
近
い
。
（
た

 
 
だ
し
、
『
源
氏
物
語
』
の
場
合
、
文
中
用
法
の
「
ヤ
」
を
使
用
す
る
形
式

 
 
の
う
ち
、
「
ヤ
」
以
下
が
省
略
さ
れ
て
、
実
質
的
に
は
「
ヤ
」
で
文
が
終

 
 
止
し
て
い
る
形
の
比
率
の
高
さ
が
目
立
つ
が
、
本
集
本
朝
世
俗
部
で
は
は

 
 
る
か
に
低
く
、
『
平
家
物
語
』
の
場
合
と
ほ
ぼ
等
し
い
。
）

 
口
文
末
用
法
の
「
ヤ
」
を
使
用
す
る
形
式
と
、
文
末
用
法
の
「
カ
」
を
使
用

 
 
す
る
形
式
と
の
使
用
率
を
比
較
す
る
と
、
『
源
氏
物
語
』
の
場
合
、
前
者

 
 
が
二
倍
以
上
な
の
に
対
し
、
『
平
家
物
語
』
で
は
、
逆
に
後
者
が
約
五
倍

 
 
と
な
っ
て
、
完
全
に
逆
転
し
て
い
る
。
本
葉
本
朝
世
俗
部
で
は
、
両
者
の

 
 
使
用
率
は
、
前
者
が
や
や
多
い
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

 
と
こ
ろ
で
、
『
今
昔
物
語
集
』
に
つ
い
て
は
、
同
一
概
念
を
表
し
な
が
ら
、

和
文
脈
と
漢
文
訓
読
脈
と
で
対
立
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
語
群
の
、
本
尊
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
け
る
分
布
を
調
査
し
た
多
く
の
研
究
に
よ
っ
て
、
前
半
は
漢
文
訓
読
的
色

彩
が
強
く
、
後
半
は
和
文
調
で
あ
る
と
一
般
に
言
わ
れ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
 

 
要
説
明
疑
問
表
現
の
場
合
、
『
源
氏
物
語
』
で
は
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、
漢

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
る
 

文
訓
読
の
世
界
で
は
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
な
い
と
い
う
、
「
疑
問
詞
ー
ニ

カ
。
」
の
形
式
に
注
目
す
る
と
、
天
竺
部
や
震
旦
部
で
は
用
例
が
非
常
に
少
な
く
、

本
朝
世
俗
部
で
の
使
用
率
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
、
群
集
で

は
後
半
部
が
和
文
的
色
彩
が
強
い
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
関
係
が
深
い
と
思

わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
疑
問
詞
ー
ゾ
。
」
の
形
式
の
場
合
、
本
夕
全
巻

を
通
じ
て
き
わ
め
て
高
い
使
用
率
を
示
し
て
お
り
、
本
集
で
は
、
一
貫
し
て
、

要
説
明
の
「
問
い
」
の
表
現
と
し
て
、
こ
の
形
式
を
主
用
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
た
。

 
こ
の
稿
で
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
う
ち
、
一
般
に
漢
文
訓
読
的
色
彩
が
強
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『
今
昔
物
語
集
』
の
要
判
定
疑
問
表
現
（
下
）
 
-
天
竺
部
・
震
旦
部
・
本
朝
仏
法
部
の
場
合
ー



い
と
言
わ
れ
る
、
天
竺
部
・
震
旦
部
・
本
朝
仏
法
部
に
お
け
る
、
要
判
定
疑
問

表
現
の
用
法
に
つ
い
て
、
前
金
の
本
朝
世
俗
部
の
場
合
と
比
較
し
な
が
ら
考
察

し
て
み
た
い
。
（
テ
キ
ス
ト
は
「
日
本
古
典
文
学
大
系
今
昔
物
語
集
」
。
な
お
、

本
文
引
用
の
際
は
、
便
宜
的
に
捨
仮
名
は
大
字
に
改
め
、
一
行
書
き
に
す
る
。

ま
た
、
漢
字
に
つ
い
て
も
現
行
字
体
に
改
め
た
場
合
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
心
中

思
惟
の
部
分
に
は
〈
 
〉
を
付
し
た
。
〉

【表1】

二
 
要
判
定
疑
問
表
現
の
諸
形
式

巻 a b C d e 9 h i j k 1 m 0 X 計

1 4 14 15 33

2 7 1 ll 4 5 28

3 5 1 1 15 1 15 38

4 3 6 1 8 2 1 15 36

5 18 1 1 2 7 2 6 2 39

6 2 10 11 3 26

7 1 2 14 7 4 3 31

9 2 1 20 2 15 1 1 42

10 12 4 4 1 12 2 8 43

11 1 1 1 1 1 3 2 1 11

12・ 10 4 2 3 18 37

13 1 2 6 5 2 3 5 2 26

14 8 4 1 11』 9 1 34

15 5 2 4 2 1 7 6 11 3 41

16 10 5 12 12 2 1 14 1 1 2 60

17 3 1 3 2 17 7 7 1 1 42

19 27 9 15 4噛 15 2 2 12 1 87

20 12 2 3 5 12 4 6 44

計 131 11 42 53 9 193 9 59 170 3 2 2 5 9 698

 
表
1
は
、
本
集
の
天
竺
部
（
巻
1
～
巻
5
）
、
震
旦
部
（
巻
6
～
巻
1
0
、
巻

8
欠
）
、
本
朝
仏
法
部
（
巻
1
1
～
巻
2
0
、
巻
1
8
欠
）
に
存
在
し
て
い
る
要
判
定

疑
問
表
現
の
用
例
を
、
原
則
と
し
て
前
稿
の
場
合
と
同
じ
く
、
次
の
a
～
o
、

お
よ
び
x
の
1
6
種
類
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
数
を
巻
別
に
示
し
た
も

 
 
玄
 
 
 
 
 
ー
 
ー

の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
f
・
n
の
両
形
式
は
、
本
朝
世
俗
部
以
外
に
は
用
例

が
存
在
せ
ず
、
逆
に
、
o
形
式
は
、
本
朝
世
俗
部
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
も

の
で
あ
る
。

 
A
文
中
用
法
の
「
ヤ
」
に
関
わ
る
形
式

 
の
 
 
ヤ
 
 
。

 
 
「
ヤ
」
が
断
定
の
助
動
詞
「
ナ
リ
」
の
連
用
形
「
二
」
に
下
接
し
て
「
ニ
ヤ
」

 
 
の
形
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
別
の
形
式
と
し
て
除
外
す
る
。

旬
 
 
ヤ
。

 
 
a
形
式
の
「
ヤ
」
以
下
が
省
略
さ
れ
て
い
る
も
の
。
同
様
に
「
ニ
ヤ
」

 
 
の
形
の
も
の
は
別
形
式
と
し
て
除
外
す
る
。

の
 
 
ニ
ヤ
 
 
。

 
 
a
形
式
か
ら
除
外
し
た
「
ニ
ヤ
」
の
形
と
な
る
も
の
。

 
の
 
 
ニ
ヤ
。

 
 
b
形
式
か
ら
除
外
し
た
「
ニ
ヤ
」
の
形
と
な
る
も
の
。
．

の
 
 
ヤ
ハ
 
 
。

 
 
a
形
式
の
「
ヤ
」
に
、
さ
ら
に
助
詞
「
ハ
」
の
下
接
し
て
い
る
も
の
。

の
 
 
ヤ
ハ
。

 
 
b
形
式
の
「
ヤ
」
に
、
さ
ら
に
助
詞
「
ハ
」
の
下
接
し
て
い
る
も
の
。

 
B
文
末
用
法
の
「
ヤ
」
に
関
わ
る
形
式

 
幻
 
 
ヤ
。
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ゆ
・
 
ヤ
ハ
。

 
9
形
式
の
「
ヤ
」
に
、
さ
ら
に
助
詞
「
ハ
」
の
下
接
し
て
い
る
も
の
。

く
D
 
 
ヤ
否
や
。

 
9
形
式
の
「
ヤ
」
に
「
否
や
」
が
付
加
し
て
い
る
場
合
、
全
体
で
ひ
と

（
 
つ
の
形
と
し
て
独
立
し
て
扱
う
。

C
文
末
用
法
の
「
カ
」
に
関
わ
る
形
式

D
 
 
 
カ
。

k
 
 
 
カ
バ
。

 
一
形
式
の
「
カ
」
に
、
さ
ら
に
助
詞
「
ハ
」
の
面
接
し
て
い
る
も
の
。

D
そ
の
他
の
形
式

D
 
 
 
カ
 
 
 
。

ー
ー

 
a
形
式
の
「
ヤ
」
の
代
わ
り
に
、
文
中
用
法
．
の
助
詞
「
カ
」
の
使
用
さ

（
 
れ
て
い
る
も
の
。

④
 
 
ニ
カ
つ

 
d
形
式
の
「
ヤ
」
の
代
わ
り
に
、
文
中
用
法
の
助
詞
「
カ
」
の
使
用
さ

 
れ
て
い
る
も
の
。

の
 
 
カ
バ
 
 
。

ー
ー

 
1
形
式
の
「
カ
」
に
、
さ
ら
に
助
詞
「
ハ
」
の
下
接
し
て
い
る
も
の
。

 
 

の
 
 
力
否
ヤ
。

 
一
形
式
の
「
カ
」
に
「
否
や
」
が
付
加
し
て
い
る
場
合
、
i
形
式
同
様
、

 
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

 
全
体
で
ひ
と
つ
の
形
と
し
て
独
立
し
て
扱
う
。

x
存
疑
例

【表2】

a b C d 9 i j P 小計

天
竺
部

 37
i21．3％）

  1

i0．6％）
 8
i4．6％）

 2
i1．1％）

 55
i31．6％）'

 8
i4．6％）

 56
i32．2％）

 174

i100％）

震
旦
部

 17
i12．0％）

 4
i2．8％）

 7
i4ゴ9％）

 56
i39．4％）

 22'
i15・『％）

 30
i21．1％）

 142

i100％）

本
朝
仏
法
部

 77
i20．2％）

 6
i1．6％）

 34
i8．9％）

 44
i11。5％）

 82
i21．5％）

 29
i7。6％）

 84
i22．0％）

 382'（100％）

三
部
合
計

 131
i18，8％）

 ll
i1．6％）

 42
i6．0％）

 53
i7．6％）

 193
i27。7％）

 59
i8．5％）

 170
D（24。4％）

 698

i100％）

嶺
構
部

 126
i28．4％）

 6
iL4％）

 75
i16．9％）

 63r
i14．2％）

 91
i20．5％）

 2
i0．5％）

 82
i18．5％）

 443

i100％）

源
 
氏

 469
i34。8％）

 186
i13．8％）

 138
i10．2％）

 303
i22．5％）

 178
i13．2％）

 74
i5．5％）

1348
i100％）

平
．
家

 227
i44．6％）

 30
i5．9％）

 4『
i0．8％）

 41
i8．1％）

 32
i．6・3％）

 148
i29．1％）

 27
i5．3％）

 509

i100％）
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震
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仏
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合
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表
2
は
、
こ
の
う
ち
、
a
・
b
・
c
・
d
・
9
・
i
・
一
の
7
形
式
に
つ

い
て
、
各
部
ご
と
の
用
例
数
と
使
用
率
、
お
よ
び
三
部
の
平
均
を
示
し
、
本
朝

世
俗
部
、
さ
ら
に
『
源
氏
物
語
』
や
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
の
場
合
と
比
較
し

た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
『
平
家
物
語
』
に
の
み
存
在
す
る
、
「
 
 
ヤ
ラ
ム
。
」

の
形
式
を
P
形
式
と
し
て
加
え
て
あ
る
。

 
こ
の
表
2
よ
り
、
本
幹
天
竺
部
・
震
旦
部
・
本
朝
仏
法
部
の
要
判
定
疑
問
表

現
に
つ
い
て
、
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
ま
ず
次
の
二
点
が
指
摘
で
き
よ
う
。

 
e
文
中
用
法
の
「
ヤ
」
を
使
用
す
る
形
式
は
、
本
朝
世
俗
部
の
場
合
よ
り
も

 
 
は
る
か
に
比
率
が
低
い
。

 
口
そ
の
結
果
、
文
末
用
法
の
「
ヤ
」
を
使
用
す
る
形
式
と
、
文
末
用
法
の
「
カ
」

 
 
を
使
用
す
る
形
式
の
使
用
率
が
と
も
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
両
者
を
比
較

 
 
す
る
と
、
震
旦
部
で
は
前
者
の
方
が
か
な
り
高
い
が
、
天
竺
部
や
本
朝
仏

 
 
法
上
に
お
い
て
は
後
者
が
高
く
、
三
部
平
均
で
は
前
者
が
や
や
高
く
な
つ

 
 
て
い
る
。

 
以
下
、
本
官
天
竺
部
・
震
旦
部
・
本
朝
仏
法
部
の
要
判
定
疑
問
表
現
の
用
法

に
つ
い
て
、
各
形
式
ご
と
に
、
旦
ハ
体
的
に
考
察
し
て
い
き
た
い
。

【表3】

三
 
文
中
用
法
の
「
ヤ
」
の
形
式

ム ケ
ム

ラ
ム

マ
シ

ム
ズ
ラ
ム

ベ
シ

ナ
リ

O 計 総
計

天 竺 1 1

地の文 震 旦 3 3 18

本 仏 11 3 14

天 竺 2 3 8 13

心中思惟 震 旦 2 3 5 48

本 仏 3 4 2 3 18 30

天 竺 23 23

会話文 震 旦 1 3 5 9 65

本 仏 4 4 1 24 33

天 竺 2 3 32 37

計 震 旦 3 2 1 3 8 17 131

本 仏 7 11 8 2 3 1 45 77

総  計 9 14 13 2 4 3 1 85 13／

 
表
3
は
、

 
a
 
 
 
ヤ
 
 
 
。

の
形
式
に
つ
い
て
、
各
部
ご
と
に
、
そ
の
文
末
の
形
を
、
地
の
文
・
心
中
思
惟
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
話
文
と
い
う
使
用
場
面
別
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
表
中
の
「
、
○
」

は
、
文
末
に
推
量
の
助
動
詞
や
終
助
詞
の
含
ま
れ
て
い
な
い
場
合
で
あ
る
。
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前
述
の
よ
う
に
、
三
部
と
も
、
本
朝
世
俗
部
と
比
較
す
る
と
か
な
り
使
用
率

が
低
い
が
、
以
下
、
使
用
場
面
ご
と
に
、
そ
の
用
法
を
概
観
す
る
。

 
地
の
文
の
場
合
、
震
旦
部
で
は
全
3
例
、
本
朝
仏
法
部
で
は
1
7
例
中
1
4
例
ま

で
が
、
，

ω
聖
人
、
「
王
ノ
言
、
実
也
」
ト
や
思
給
ヒ
ケ
ム
、
此
ノ
言
ヲ
受
ケ
給
ヒ
ツ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
6
の
5
）

ω
其
ノ
時
二
、
カ
ク
繊
悔
シ
給
フ
ヲ
哀
レ
ト
や
思
ピ
ケ
ム
、
牛
漸
ク
山
ヨ
リ
下

 
来
テ
、
牛
屋
ノ
内
二
臥
ヌ
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
 
（
巻
1
2
の
2
4
）

㈹
明
暮
、
文
ラ
学
シ
テ
有
ケ
ル
ニ
、
心
二
智
や
元
カ
リ
ケ
ム
、
母
ノ
為
二
不
孝

 
シ
テ
、
不
養
ザ
リ
ケ
リ
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
0
の
3
1
）

の
よ
う
に
、
文
末
「
ケ
ム
」
の
形
で
、
大
部
分
が
挿
入
句
的
に
用
い
ら
れ
て
お

り
、
特
に
、
本
朝
仏
法
部
で
は
、
本
朝
世
俗
部
同
様
、
用
例
の
多
さ
が
目
立
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
天
竺
部
で
は
、
こ
の
表
現
は
全
く
み
ら
れ
ず
、

ω
昇
や
遅
キ
ト
虚
空
陰
リ
塞
ガ
リ
テ
雷
電
霞
露
シ
テ
大
雨
降
ヌ
。
（
巻
5
の
4
1
）

の
よ
う
に
、
本
集
世
俗
部
に
も
み
ら
れ
た
、
「
～
ヤ
遅
キ
ト
」
の
形
で
、
即
時

の
意
を
表
す
、
慣
用
表
現
的
な
語
法
が
わ
ず
か
に
1
例
存
在
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

な
お
、
本
朝
仏
法
部
の
残
り
の
3
例
も
、

㈲
夜
明
ク
ル
や
遅
キ
ト
、
玉
屋
二
行
テ
、
 
 
 
 
 
 
・
 
（
巻
1
9
の
8
）

の
よ
う
に
、
こ
の
形
で
あ
る
。

 
用
例
数
の
最
も
多
い
会
話
文
の
場
合
、

㈲
此
二
依
テ
此
ノ
使
、
「
此
ノ
獄
十
二
年
忌
経
タ
ル
比
丘
ヤ
，
有
」
ト
四
五
度
許

 
呼
ブ
時
二
、
一
人
ノ
優
婆
塞
答
テ
出
来
レ
リ
。
 
 
 
 
 
（
巻
3
の
1
7
）

ω
女
ノ
云
ク
、
「
盗
や
為
タ
リ
シ
」
ト
。
盗
人
、
其
ノ
答
ヲ
バ
不
振
ズ
シ
テ
、

 
此
ノ
居
痩
山
ル
女
ヲ
踏
面
二
進
リ
渡
ワ
タ
ス
。
 
 
 
 
 
（
巻
5
の
3
）

圖
其
ノ
津
二
有
ル
人
二
、
父
、
問
テ
云
ク
、
「
此
ヨ
リ
童
子
や
過
ツ
ル
」
ト
。

 
其
ノ
人
答
テ
云
ク
、
「
…
…
」
ト
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
9
の
2
0
）

㈲
侍
、
此
レ
ヲ
見
テ
、
小
舎
人
童
二
寄
テ
、
「
例
モ
此
ク
や
礼
拝
シ
給
フ
」
ト

 
問
ケ
レ
バ
、
童
、
「
…
…
」
ト
答
ヘ
ケ
ル
。
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
5
の
4
2
）

の
よ
う
に
、
「
¢
」
の
形
で
「
問
い
」
の
表
現
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
例
が

圧
倒
的
に
多
く
、
特
に
天
竺
部
で
は
全
例
こ
の
形
と
な
っ
て
い
る
。

 
心
中
思
惟
の
場
合
、
-

⑳
中
ミ
ニ
脛
ハ
二
三
ツ
許
ニ
テ
、
〈
打
チ
落
や
為
ム
〉
ト
怖
ケ
レ
ド
モ
負
ハ
レ
ヌ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
5
の
4
）

㈲
（
妻
）
〈
旅
ノ
空
ニ
テ
怖
シ
キ
事
や
出
来
ラ
ム
ズ
ラ
ム
〉
ト
思
ヘ
ド
モ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
6
の
2
1
）

⑫
（
父
）
〈
…
…
、
背
側
箭
ヲ
被
埋
立
ヌ
レ
バ
、
若
シ
死
ニ
ヤ
シ
ヌ
ラ
ム
〉
ト
哀

 
二
糸
惜
シ
ク
思
フ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
7
の
3
）

の
よ
う
に
、
文
末
に
推
量
の
助
動
詞
を
有
す
る
例
が
比
較
的
多
い
が
、
し
か
し
、

半
数
以
上
は
、
「
φ
」
の
形
で
、

㈲
外
道
共
及
ビ
家
ノ
人
、
…
…
、
佛
ノ
入
り
給
フ
ヲ
、
〈
今
や
穴
二
落
入
テ
火

 
二
三
ケ
釘
二
貫
カ
レ
給
〉
ト
、
喜
ビ
守
り
奉
ル
程
二
、
 
 
（
巻
1
の
1
2
）

ω
（
盲
僧
）
尚
、
〈
今
や
来
ル
〉
ト
待
ツ
程
二
、
既
二
一
ご
月
上
来
ズ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
3
の
1
8
）

の
よ
う
に
、
「
今
や
」
の
形
で
使
用
さ
れ
、
現
在
実
現
し
て
い
な
く
て
も
、
言

語
主
体
が
待
望
し
て
い
る
事
態
や
、
さ
し
迫
っ
た
と
把
え
て
い
る
事
態
を
示
し

て
い
る
用
例
が
目
立
つ
の
は
、
本
朝
世
俗
部
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。

 
な
お
、
a
形
式
の
中
で
、

0
3
〈
若
シ
、
其
ノ
男
ノ
子
ヲ
モ
や
懐
任
セ
ル
事
モ
や
有
ル
〉
ト
云
フ
疑
ヒ
ナ
ル

『
今
昔
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の
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定
疑
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現
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ベ
シ
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
0
の
3
2
）

の
よ
う
に
、
一
文
中
に
「
ヤ
」
が
重
複
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
例
が
、
震
旦
部

に
2
例
存
在
す
る
が
、
同
様
の
形
は
、
本
朝
世
俗
部
に
も
み
ら
れ
た
。

 
ま
た
、
a
形
式
に
は
、
働
や
㈲
の
用
例
の
よ
う
に
、
「
若
シ
」
と
い
う
語
が

使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
が
目
立
ち
、
全
2
0
例
に
及
ん
で
い
る
。

 
本
朝
世
俗
部
の
場
合
、
『
源
氏
物
語
』
で
は
非
常
に
多
く
み
ら
れ
た
、

ω
 
 
ヤ
。

の
形
式
の
使
用
率
は
き
わ
め
て
低
か
っ
た
が
、
天
竺
部
・
震
旦
部
・
本
朝
仏
法

部
の
場
合
も
ほ
ぼ
同
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

 
ま
た
、
本
朝
世
俗
部
の
場
合
と
同
様
、
a
形
式
の
う
ち
、

⑯
見
下
シ
テ
、
猿
、
亀
二
向
テ
云
ク
、
「
亀
、
墓
元
シ
ヤ
。
身
二
言
タ
ル
肝
モ

 
ヤ
有
ル
」
ト
云
ヘ
バ
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
5
の
2
5
）

働
妻
子
共
聞
テ
、
「
希
有
ノ
事
モ
宣
ピ
ケ
ル
人
カ
ナ
。
極
テ
穀
ヲ
断
チ
、
世
ヲ

 
弄
タ
ル
聖
人
也
ト
云
フ
ト
モ
、
此
ル
事
云
フ
人
や
有
ル
。
…
…
」
ト
、
ロ
ミ

 
ニ
、
居
並
テ
、
云
ヒ
合
ヘ
リ
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
0
の
4
4
）

の
よ
う
に
、
明
ら
か
に
反
語
と
考
え
ら
れ
る
用
例
は
ご
く
わ
ず
か
で
、
類
型
的

な
反
語
表
現
の
目
立
つ
『
平
家
物
語
』
の
場
合
と
は
事
情
が
異
な
っ
て
い
る
。

b
形
式
に
も
反
語
の
例
は
み
ら
れ
な
い
。

 
こ
れ
に
対
し
て
、

の
 
 
ヤ
ハ
 
 
。

の
形
式
は
、
1
例
を
除
い
て
、

⑯
聖
人
目
ヲ
銑
ノ
如
ク
見
成
シ
テ
、
「
春
宮
ノ
御
消
息
得
タ
ル
人
山
佛
ニ
ヤ
ハ

 
成
ル
。
此
ク
思
テ
や
酢
煎
ヲ
バ
剃
シ
。
…
…
」
ト
糸
半
平
ク
云
テ
追
ケ
レ
バ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
9
の
1
0
）

の
よ
う
に
、
明
ら
か
に
反
語
か
、
反
語
的
色
彩
の
強
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
が
、

天
竺
部
・
震
旦
部
・
本
朝
仏
法
部
の
場
合
、
本
朝
世
俗
部
と
比
べ
る
と
、
使
用

率
は
低
く
、

 
（
f
）
 
 
ヤ
ハ
。

の
形
式
は
、
用
例
が
全
く
存
在
し
な
い
。

 
 
 
四
 
「
 
 
 
ニ
ヤ
。
」
の
形
式

 
本
曲
天
竺
部
・
震
旦
部
・
本
朝
仏
法
部
に
お
け
る
、

 
の
 
 
 
ニ
ヤ
 
 
。

 
d
 
 
 
ニ
ヤ
。

の
両
形
式
に
つ
い
て
、
そ
の
使
用
率
を
本
朝
世
俗
部
の
場
合
と
比
較
す
る
と
、

い
ず
れ
も
か
な
り
低
く
な
っ
て
お
り
、
特
に
、
震
旦
部
に
は
。
形
式
が
全
く

み
ら
れ
な
い
な
ど
、
天
竺
部
・
震
旦
部
で
の
用
例
の
少
な
さ
が
目
立
っ
て
い
る
。

こ
の
事
実
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
要
説
明
疑
問
表
現
と
し
て
、
こ
の
両
形
式
と

対
応
す
る
、

，
c
疑
問
詞
 
 
 
ニ
カ
 
 
 
。

，
d
疑
問
詞
 
 
 
ニ
カ
。

の
両
形
式
が
、
天
竺
部
や
震
旦
部
で
は
用
例
が
非
常
に
少
な
く
、
本
朝
世
俗
部

で
の
使
用
率
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
現
象
と
、
ち
ょ
う
ど
対
応
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 
表
4
は
、
本
集
天
竺
部
・
震
旦
部
・
本
朝
仏
法
部
に
お
け
る
、
c
・
d
両

形
式
の
使
用
場
面
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
d
形
式
の
場
合
、
本
朝
仏
法
部
で
は
、
本
朝
世
俗
部
と
同
様
に
、

09
气
激
n
法
花
読
訥
ノ
カ
ヲ
助
ケ
ム
が
為
二
霊
鷲
山
ヲ
見
セ
給
フ
ニ
ヤ
。
、
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【表4】

（
巻
1
3
の
3
6
）

C d

天 竺 3

地の文 ．震 旦 19 3 24

本 仏 16 21

天 竺 2

心中思惟 震 旦 17 1 17

本 仏 15 16

天 竺 3 2

会話文 震 旦 6 3 ．12

本 仏 3 7

天 竺 8 2

計 震 旦 42 7 53

本 仏 34 44

㈲
諸
ノ
止
二
元
キ
僧
共
ヲ
以
テ
、
此
鬼
ヲ
降
伏
セ
ム
事
ヲ
二
二
祈
セ
給
ケ
ル
ニ
、

 
様
§
ノ
御
祈
共
ノ
有
ケ
ル
験
ニ
ヤ
、
此
鬼
三
月
許
不
参
ザ
リ
ケ
レ
バ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
0
の
7
）

⑳
而
ル
間
、
其
池
二
住
ケ
ル
竜
、
日
二
当
ラ
ム
ト
思
ケ
ル
訓
、
．
池
ヨ
リ
出
テ
、

 
人
離
タ
ル
堤
ノ
十
二
、
小
包
ノ
鋼
玉
テ
、
蠕
リ
居
室
リ
ケ
リ
。
（
巻
2
0
の
1
1
）

．
の
よ
う
に
、
地
の
文
に
お
け
る
用
例
が
一
番
多
く
、
特
に
、
⑳
・
⑳
の
よ
う
な

挿
入
句
的
な
用
法
が
目
立
つ
が
、
天
竺
部
に
は
、
地
の
文
に
お
け
る
用
例
は
全

く
存
在
せ
ず
、
震
旦
部
で
も
巻
1
0
に
の
み
3
例
み
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
心
中

思
惟
に
お
け
る
用
例
は
、

⑳
僧
、
〈
奇
異
也
〉
ト
思
テ
、
終
夜
聞
テ
思
バ
ク
、
〈
昼
ハ
此
ノ
所
二
人
元
カ
リ

 
ツ
。
仙
人
ナ
ド
有
ケ
ル
ニ
ヤ
〉
ト
、
心
モ
不
得
ズ
、
貴
ク
聞
キ
居
タ
ル
問
二
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
3
の
1
2
）

㈱
夢
心
地
二
、
（
庁
官
）
〈
初
メ
御
マ
シ
タ
リ
シ
神
ノ
御
マ
シ
タ
ル
ニ
ヤ
〉
ト
思

 
ヒ
被
出
テ
、
窓
テ
参
タ
レ
バ
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
9
の
3
2
）

の
よ
う
に
、
言
語
主
体
の
「
疑
い
」
の
表
現
で
あ
る
が
、
や
は
り
天
竺
部
に
は

全
く
存
在
せ
ず
、
震
旦
部
も
巻
1
0
の
1
例
の
み
で
、
他
は
全
て
本
朝
仏
法
部
に

み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
会
話
文
の
場
合
、
天
竺
部
に
も
2
例
用
例
が
存
在
し

て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
、

図
弟
子
申
ス
、
「
実
二
遥
ナ
ル
道
ヲ
歩
ビ
癩
レ
タ
ル
ニ
ヤ
、
痩
セ
衰
ヘ
テ
高
貴

 
気
二
侍
ル
人
也
。
…
…
」
ト
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
4
の
2
5
）

の
よ
う
に
、
挿
入
句
的
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
言
証
叩
王
体
の
「
疑
い
」
の
表
明

と
考
え
ら
れ
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
震
旦
部
の
全
3
例
、
本
朝
仏
法
部
も
全

7
例
中
3
例
は
同
様
の
用
法
で
、
他
も
2
例
は
、

飼
「
（
公
円
ハ
）
参
テ
此
四
五
日
候
ヘ
ド
モ
、
悼
御
前
ニ
モ
不
罷
出
ネ
バ
、
後
ノ

 
壷
屋
ナ
ド
ニ
候
ニ
ヤ
」
ト
弟
子
ノ
云
ケ
レ
バ
、
（
律
師
）
「
其
レ
、
此
方
二
面

 
べ
」
ト
云
ヘ
バ
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
9
の
2
3
）

の
よ
う
に
、
言
語
主
体
の
「
疑
い
」
の
表
現
で
あ
る
が
、
巻
1
6
に
み
え
る
他
の

2
例
は
、

㈱
女
ノ
云
ク
、
「
知
り
奉
ラ
セ
可
給
キ
人
ノ
御
蓋
人
平
ヤ
」
千
。
答
テ
云
ク
、
「
態

 
ト
ハ
不
思
ネ
ド
モ
、
峰
山
宿
り
タ
ラ
ム
人
二
物
ヲ
不
食
セ
デ
過
サ
ム
モ
ロ
惜

 
カ
ル
ベ
シ
◎
…
…
」
ト
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
6
の
7
）

中
野
ノ
堰
、
此
ノ
清
水
斜
里
ヅ
ル
女
人
ヲ
呼
テ
云
ク
、
「
極
テ
貴
ク
日
夜
二
参

『
今
昔
物
語
集
』
の
要
判
定
疑
問
表
現
（
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仏
法
部
の
場
合
一

（189）



 
リ
行
キ
給
カ
ナ
。
知
タ
ル
人
モ
不
御
ニ
ヤ
」
ト
。
女
ノ
云
ク
凸
「
知
タ
ル
人

 
ノ
侍
ラ
ム
世
運
、
此
ル
様
テ
ハ
侍
ナ
ム
カ
バ
」
ト
。
 
 
 
（
巻
1
6
の
9
）

の
よ
う
に
、
対
話
相
手
に
対
す
る
敬
語
表
現
と
と
も
に
用
い
ら
れ
、
丁
重
な
「
問

い
」
の
表
現
と
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

 
c
形
式
の
場
合
も
、
本
朝
仏
法
部
で
は
か
な
り
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
震

旦
部
に
は
全
く
用
例
が
み
ら
れ
な
い
。
文
末
は
、
全
て
、
推
量
の
助
動
詞
「
ム
」

「
ケ
ム
」
「
ラ
ム
」
を
含
む
形
と
な
っ
て
い
る
が
、
最
も
用
例
数
の
多
く
み
ら
れ

る
地
の
文
の
場
合
、

圏
良
門
、
此
レ
ヲ
聞
テ
、
宿
業
ノ
催
ス
所
ニ
や
有
ケ
ム
、
忽
二
道
心
ヲ
鼓
シ
テ
、

 
悪
心
ヲ
 
弁
テ
、
善
心
二
趣
ヌ
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
4
の
1
0
）

㈲
説
教
ノ
間
、
時
ノ
縁
ノ
来
ル
墨
摺
や
有
ケ
ム
、
守
、
説
教
ヲ
聞
テ
音
ヲ
放
テ

 
泣
ヌ
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
9
の
4
）

の
よ
う
に
、
「
ニ
ヤ
」
以
下
が
、
「
有
ケ
ム
」
の
形
で
、
挿
入
句
的
な
用
法
が
目

立
つ
。
心
中
思
惟
の
場
合
は
、

㈹
（
竜
門
ノ
聖
人
）
〈
念
佛
ヲ
バ
不
学
給
デ
、
此
期
物
品
狂
ヒ
給
フ
ニ
や
有
ラ
ム
〉

 
ト
悲
ク
思
ユ
レ
ド
モ
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
2
の
3
3
）

圃
女
房
ノ
云
ク
、
「
…
…
」
ト
切
二
三
ヘ
バ
、
男
惟
ク
思
エ
テ
、
〈
若
シ
、
観
音

 
ノ
我
ヲ
哀
テ
変
ジ
テ
宣
フ
事
ニ
や
有
ラ
ム
V
ト
思
テ
、
 
 
（
巻
1
6
の
1
8
）

の
よ
う
に
、
言
語
主
体
の
「
疑
い
」
の
表
現
で
あ
る
が
、
「
ニ
ヤ
」
以
下
が
「
有

ラ
ム
」
の
形
が
圧
倒
的
に
多
い
。
会
話
文
の
場
合
も
、

働
「
佛
ノ
御
不
思
議
ノ
カ
ニ
や
有
ラ
ム
、
亦
、
エ
ノ
目
出
タ
キ
風
流
ノ
至
ス
所

 
ニ
や
有
ル
ラ
ム
」
ト
ゾ
人
工
ナ
ル
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
4
の
1
2
）

倒
聖
人
居
寄
テ
、
猟
師
二
云
ク
、
「
…
…
。
我
レ
、
年
来
、
他
ノ
念
元
ク
、
法

 
繋
累
ヲ
持
チ
奉
テ
有
ル
験
ニ
や
有
ラ
ム
、
近
来
、
夜
ミ
、
普
賢
ナ
ム
現
ム
ジ

 
給
フ
。
…
…
」
ト
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
0
の
1
3
）

の
よ
う
に
、
言
語
主
体
の
「
疑
い
」
の
表
明
と
考
え
ら
れ
る
性
格
の
も
の
で
あ

り
、
本
朝
世
俗
部
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
、
「
ニ
ヤ
」
以
下
に
対
話
相
手
に
対
す

る
敬
語
表
現
を
含
み
、
丁
重
な
「
問
い
」
の
表
現
と
考
え
ら
れ
る
用
例
は
存
在

し
な
い
。

 
 
 
五
 
文
末
用
法
の
「
ヤ
」
の
形
式

 
表
5
は
、
本
集
天
竺
部
・
震
旦
部
・
本
朝
仏
法
部
に
お
け
る
、

 
幻
 
 
 
ヤ
。

の
形
式
に
つ
い
て
、
使
用
場
面
ご
と
に
用
法
を
分
類
し
、
、
さ
ら
に
「
ヤ
」
の
上

馬
語
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
朝
世
俗
部
の
場
合
と
同
様
、
会
話
文
に
お
け

る
用
例
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
こ
れ
は
、
文
末
の
「
ヤ
」
が
、
基
本
的
に
、
対

話
相
手
め
あ
て
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
性
格
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

 
本
朝
仏
法
部
の
場
合
、
そ
の
使
用
率
は
、
本
朝
世
俗
部
と
比
べ
て
大
差
な
い

が
、
天
竺
部
や
震
旦
部
で
は
か
な
り
高
く
、
特
に
、
震
旦
部
で
は
要
判
定
疑
問

表
現
全
体
の
約
四
割
が
こ
の
形
式
と
な
っ
て
い
る
。

 
こ
の
9
形
式
の
う
ち
、
約
四
割
は
．
「
反
語
」
表
現
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

る
が
、

図
長
者
、
樫
貧
ノ
心
深
シ
テ
、
我
が
為
ニ
モ
飲
食
・
衣
服
ヲ
不
好
ズ
シ
テ
極
テ

 
異
様
也
。
亦
、
妻
子
・
春
属
・
兄
弟
・
親
族
二
一
塵
ノ
物
ヲ
不
与
ズ
。
何
況

 
ヤ
、
沙
門
、
婆
羅
門
等
二
十
ス
ル
事
有
ラ
ム
ヤ
。
 
 
 
 
（
巻
2
の
4
1
）

岡
其
ノ
時
二
、
三
人
ノ
兄
弟
、
亦
、
相
ヒ
語
テ
云
ク
、
「
…
…
。
然
レ
バ
、
草

 
木
ソ
ラ
尚
シ
別
離
ヲ
惜
ム
也
ケ
リ
。
何
況
ヤ
、
人
ヲ
ヤ
。
然
レ
バ
、
我
等
、

 
猶
、
此
ヲ
不
去
ジ
」
ト
云
テ
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
0
の
2
7
）

（190）
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『
今
昔
物
語
集
』
の
要
判
定
疑
問
表
現
（
下
）
 
1
天
竺
部
・
震
旦
部
・
本
朝
仏
法
部
の
場
合



岡
「
山
豆
二
、
此
レ
現
身
ノ
往
生
二
非
ザ
ラ
ム
ヤ
」
ト
云
テ
、
即
、
其
ノ
所
二
寺

 
ヲ
起
タ
リ
。
 
 
 
 
 
 
，
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
4
の
3
6
）

團
後
ノ
童
、
亦
、
返
テ
云
ク
、
「
日
ノ
出
ヅ
ル
時
ハ
涼
シ
。
日
中
二
至
リ
ヌ
レ

 
バ
熱
ク
シ
テ
湯
ヲ
探
ル
が
如
シ
。
山
豆
二
、
日
Z
出
ヅ
ル
時
ハ
近
ク
日
中
ヲ
遠

 
シ
ト
云
ハ
ム
ヤ
」
ト
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
0
の
9
）

鮒
実
二
此
レ
ヲ
思
フ
ニ
、
佛
ノ
御
身
二
当
二
痛
ミ
給
フ
事
有
ラ
ム
ヤ
。
然
レ
ド

 
モ
霊
験
ヲ
示
シ
給
フ
が
故
山
、
御
客
ヲ
挙
テ
痛
ミ
叫
ビ
給
フ
。
（
巻
1
2
の
1
3
）

鋤
「
生
タ
リ
シ
時
、
銭
ヲ
惜
シ
ト
思
フ
ト
云
ト
モ
、
其
ノ
銭
ヲ
以
テ
、
三
宝
ヲ

 
供
養
シ
功
徳
ヲ
白
子
ラ
バ
、
当
二
毒
蛇
ノ
身
ヲ
受
ケ
ム
ヤ
」
ト
ゾ
人
語
ケ
ル

 
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
0
の
2
5
）

の
よ
う
に
、
「
何
況
ヤ
」
「
山
豆
二
」
「
当
込
」
な
ど
の
、
反
語
と
呼
応
す
る
副
詞

が
使
用
さ
れ
て
い
る
例
が
目
立
つ
。
「
何
況
ヤ
」
や
「
山
豆
二
」
は
、
特
に
天
竺

部
や
震
旦
部
で
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、
本
朝
世
俗
部
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
も

の
で
あ
る
。
一
方
、
反
語
と
呼
応
す
る
用
法
の
「
当
二
」
は
、
本
朝
世
俗
部
で

も
使
用
さ
れ
、
『
源
氏
物
語
』
な
ど
の
中
古
和
文
に
も
み
ら
れ
る
が
、
天
竺
部

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

で
は
巻
一
に
2
例
の
み
、
震
旦
部
で
は
全
く
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

本
朝
世
俗
部
の
場
合
と
同
様
に
、
、

㈹
耶
輸
陀
羅
返
申
シ
テ
云
ク
、
「
：
…
」
。
而
二
今
、
母
子
ノ
中
ヲ
離
別
セ
シ
メ

 
給
ハ
ム
事
、
慈
悲
元
キ
事
二
非
ズ
ヤ
」
ト
云
テ
、
実
ク
耳
元
限
シ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
の
1
7
）

ω
計
算
答
テ
云
ク
、
「
…
…
。
山
武
二
、
此
レ
、
監
ナ
ル
ニ
非
ズ
ヤ
」
ト
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
9
の
2
8
）

囮
此
レ
、
地
蔵
井
ノ
利
生
ノ
方
便
反
歯
ズ
ヤ
。
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
7
の
1
9
）

の
よ
う
に
、
「
～
二
（
ハ
）
非
ズ
ヤ
」
の
形
で
反
語
表
現
と
な
る
用
例
も
目
立
つ
。

 
こ
れ
に
対
し
て
、
「
問
い
」
の
表
現
と
な
る
の
は
、

㈹
（
優
婆
暴
言
）
「
佛
二
値
ヒ
奉
ル
人
ハ
干
今
世
二
有
ヤ
」
ト
尋
給
フ
ニ
、
人
告

 
テ
云
ク
、
「
…
…
」
ト
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
4
の
7
）

圓
仁
筏
が
云
ク
、
「
鬼
ノ
中
二
死
ヌ
ル
事
有
リ
ヤ
」
ト
。
景
が
云
ク
、
「
死
ス
ル

 
事
有
リ
」
ト
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
9
の
3
6
）

㈲
初
ノ
如
ク
ニ
召
シ
寄
宿
テ
、
（
神
）
「
我
レ
ヲ
バ
思
ユ
ヤ
」
ト
仰
セ
給
ヘ
バ
、

 
（
庁
官
）
「
前
ノ
度
子
細
ハ
承
リ
候
ヒ
ニ
キ
」
．
ト
申
セ
バ
、
 
 
（
巻
1
9
の
3
2
）

の
よ
う
に
、
「
ヤ
」
が
動
詞
に
直
接
す
る
場
合
や
、

㈹
阿
閣
世
王
、
「
父
ノ
王
ハ
未
ダ
生
タ
リ
ヤ
」
ト
守
門
ノ
者
二
間
フ
。
門
守
ノ
者
、

 
答
テ
云
ク
、
「
…
…
」
ト
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
3
の
2
7
）

㈱
継
母
ハ
、
起
テ
家
陰
帰
テ
父
二
十
ク
、
「
君
、
見
ツ
ヤ
」
ト
。
父
ノ
云
ク
、
「
憶

 
二
見
ツ
」
ト
云
テ
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」
 
 
（
巻
9
の
2
0
）

⑱
此
ノ
男
、
和
ラ
歩
ビ
寄
タ
ル
ニ
、
「
此
ノ
辺
近
ク
、
浄
キ
水
論
ル
所
知
タ
リ
ヤ
」

 
ト
問
ヘ
バ
、
男
ノ
云
ク
、
「
近
ク
中
水
候
．
ハ
ズ
。
…
…
」
ト
。
（
巻
1
6
の
2
8
）

の
よ
う
に
、
完
了
の
助
動
詞
に
下
接
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
が
、
特
に
、
打
消

の
「
ズ
」
に
下
接
し
て
、

㈲
佛
、
鵬
鵡
二
告
テ
宣
バ
ク
、
「
汝
、
不
知
ズ
ヤ
、
此
ノ
犬
ハ
、
汝
が
父
兜
調

 
ガ
成
タ
ル
ニ
ハ
非
ズ
ヤ
。
…
…
」
ト
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
3
の
2
0
）

働
逼
公
ノ
云
ク
、
「
君
不
知
ズ
ヤ
、
長
寿
ノ
方
有
ル
ヲ
バ
。
…
…
」
ト
（
李
通
二
）

 
云
テ
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
6
の
4
7
）

⑳
小
僧
、
答
テ
宣
ク
、
「
我
レ
ヲ
バ
不
知
ズ
ヤ
。
我
レ
ハ
、
…
…
、
地
蔵
井
也
。

 
…
…
」
ト
（
男
二
）
宣
テ
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
7
の
2
4
）

の
よ
う
に
、
「
不
知
ズ
ヤ
」
の
形
で
使
用
さ
れ
て
い
る
用
例
が
目
立
っ
て
い
る
。

ま
た
、
本
朝
世
俗
部
の
場
合
と
同
様
に
、

（192）



62
ｹ
入
ノ
云
ク
、
「
我
が
申
サ
ム
事
ニ
ハ
随
ヒ
給
ヒ
ナ
ム
ヤ
」
ト
。
女
、
〈
…
…
〉

 
ト
思
ヘ
バ
、
「
何
ナ
ル
事
也
ト
モ
何
デ
カ
不
承
ザ
ラ
ム
」
ト
。
（
巻
5
の
4
）

63
@
沼
云
ク
、
「
我
レ
ニ
見
セ
テ
ム
ヤ
」
ト
。
獄
率
ノ
云
ク
、
「
見
セ
ム
、
暫
ク

 
待
」
ト
テ
、
城
ノ
戸
ヲ
開
ク
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
9
の
2
8
）

の
よ
う
に
、
主
と
し
て
「
な
む
や
」
「
て
む
や
」
の
形
で
、
「
問
い
」
と
い
う
よ

り
は
、
丁
重
な
「
依
頼
」
の
表
現
と
み
ら
れ
る
用
例
も
目
立
っ
て
い
る
。

 
文
末
用
法
の
「
ヤ
」
に
関
わ
る
形
式
の
う
ち
、
本
朝
世
俗
部
の
場
合
と
比
較

し
て
、
天
竺
部
・
震
旦
部
・
本
朝
仏
法
部
で
目
立
っ
て
い
る
の
は
、

岡
迦
葉
、
並
等
子
二
間
テ
云
ク
、
「
汝
ヂ
、
我
が
師
ノ
事
ヲ
聞
ク
や
否
や
」
ト
。

 
尼
乾
子
、
答
テ
云
ク
、
「
…
…
」
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
3
の
3
2
）

㈲
王
ノ
宣
バ
ク
、
「
其
釈
迦
佛
子
今
在
ス
や
否
や
」
ト
。
三
蔵
答
テ
宣
バ
ク
、
「
…

 
…
」
ト
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
6
の
4
）

岡
（
聖
人
）
「
汝
が
来
レ
ル
、
此
ノ
所
ヲ
バ
知
レ
リ
や
否
や
」
ト
。
玄
海
、
「
不

 
知
ズ
」
ト
答
フ
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
5
の
1
9
）

の
よ
う
な
、

D
 
 
ヤ
否
や
。

の
形
式
で
あ
る
。
本
朝
世
俗
部
で
は
、
わ
ず
か
に
2
例
み
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
か
っ

た
が
、
天
竺
部
・
震
旦
部
・
本
朝
仏
法
部
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
8
例
・
2
2
例
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

29

瘤
g
用
さ
れ
て
お
り
、
特
に
、
震
旦
部
で
の
使
用
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
「
～
ヤ
否
や
」
の
形
に
関
し
て
は
、
築
島
裕
氏
が
、

 
又
疑
問
の
意
で
文
末
に
用
ゐ
ら
れ
る
や
に
は
「
～
不
」
な
ど
の
漢
文
を
読
む

 
の
に
「
～
ヤ
イ
ナ
ヤ
」
と
い
ふ
形
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
訓
点
特
有
の
形
で
あ

 
ら
う
こ
と
は
、
既
に
春
日
政
治
博
士
の
高
説
が
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
集
の
こ
の
i
形
式
も
、
漢
文
訓
読

の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
i
形
式
に
対
し
て
、

の
 
 
力
否
ヤ
。

の
形
式
が
、
震
旦
部
に
4
例
、
本
朝
仏
法
部
に
1
歪
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち

1
例
は
「

働
比
丘
亦
、
問
テ
云
ク
、
「
般
若
ヲ
受
持
ス
ル
人
ヲ
守
護
ス
ル
天
人
、
只
汝
ヂ

 
一
人
ノ
ミ
有
ル
冗
官
ヤ
」
ト
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
7
の
7
）

の
よ
う
に
、
活
用
語
に
接
続
し
た
用
例
で
あ
る
が
、
他
の
4
例
は
、

画
僧
、
神
二
間
テ
申
サ
ク
、
「
世
間
ノ
人
ノ
伝
へ
申
ス
ヲ
聞
ケ
バ
、
『
…
…
』
ト
。

 
此
レ
、
有
ル
事
力
否
ヤ
」
ト
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
7
の
1
9
）

69
�
A
此
ヲ
聞
テ
、
悲
ム
デ
問
テ
云
ク
、
「
此
レ
、
自
身
力
否
ヤ
」
ト
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
7
の
3
1
）

の
よ
う
に
、
体
言
に
接
続
し
た
用
例
で
あ
り
、
文
法
的
に
助
詞
「
ヤ
」
の
直
接

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
嘲

し
な
い
体
言
に
接
続
す
る
た
め
に
、
助
詞
「
カ
」
が
使
用
さ
れ
、
「
～
力
士
ヤ
」
 
a

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
形
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 
 
 
六
 
文
末
用
法
の
「
カ
」
の
形
式

 
表
6
は
、
本
集
天
竺
部
・
震
旦
部
・
本
朝
仏
法
部
に
お
け
る
、

 
D
 
 
 
カ
。

の
形
式
に
つ
い
て
、
使
用
場
面
ご
と
に
用
法
を
分
類
し
、
さ
ら
に
「
カ
」
の
上

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り

接
語
を
非
活
用
語
と
活
用
語
に
区
別
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
文
末
用
法
の
「
ヤ
」
を
使
用
す
る
g
形
式
で
は
、
心
中
思
惟
に
お
け
る
用

例
は
非
常
に
少
な
か
っ
た
が
、
本
形
式
の
場
合
、

㈹
女
子
惟
ム
デ
、
〈
地
二
業
給
ヒ
ヌ
ル
カ
〉
ト
思
テ
迷
テ
求
メ
拾
フ
ニ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
6
の
2
7
）

『
今
昔
物
語
集
』
の
要
判
定
疑
問
表
現
（
下
）
 
一
天
竺
部
・
震
旦
部
・
本
朝
仏
法
部
の
場
合
-



【表6】

非
活
用
語

活
用
語

計 総
計

天竺

地の文 震旦 ・2 2

本仏 2 2

天竺 3 2 5

心中思惟 疑い 震旦 2 5 7 53 53

本仏 14 27 41

天竺 22 23 45

問い 震旦 10 9 19 92

会話文
本仏 3 25 28

天竺 2 4 6
115

疑い 震旦 1 3 4 23

本仏 5 8 13

天竺 27 29 56

計 震旦 13 17 30 170

本仏 22 62 84

総 計 1 62 108 170

69
m
、
〈
此
レ
、
若
シ
、
死
人
ヲ
埋
メ
ル
ガ
活
テ
云
フ
カ
V
ト
思
テ
、
掘
テ
見

 
レ
バ
、
薬
師
佛
ノ
木
像
ヲ
掘
出
シ
奉
レ
リ
。
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
2
の
1
2
）

綱
（
父
母
）
〈
此
レ
、
鬼
ノ
人
二
変
ジ
テ
来
テ
畷
ゼ
ル
カ
、
又
神
ノ
噴
ヲ
成
テ
、

 
重
テ
崇
ヲ
成
セ
ル
カ
〉
ト
疑
テ
、
歎
キ
悲
ム
間
、
 
 
 
 
 
（
巻
2
0
の
3
7
）

の
よ
う
に
、
本
朝
世
俗
部
の
場
合
と
同
様
に
、
心
中
思
惟
で
使
用
さ
れ
て
い
る

例
が
か
な
り
み
ら
れ
、
特
に
本
朝
仏
法
部
で
は
そ
の
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
事
実
は
、
『
あ
ゆ
ひ
抄
』
以
来
説
明
さ
れ
て
い
る
、
文
末
用
法
の
「
ヤ
」

は
「
問
い
」
を
表
し
、
文
末
用
法
の
「
カ
」
は
「
疑
い
」
を
表
す
と
い
う
、
両

者
の
基
本
的
な
性
格
の
違
い
が
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

 
し
か
し
、
『
源
氏
物
語
』
の
場
合
も
、
会
話
文
に
お
け
る
用
例
が
、
心
中
思

惟
で
の
用
例
よ
り
も
む
し
ろ
多
く
、
本
集
本
朝
世
俗
部
の
場
合
、
さ
ら
に
そ
の

比
率
は
高
く
な
っ
て
お
り
、
全
用
例
の
半
数
以
上
と
な
っ
て
い
た
。
．
本
朝
仏
法

部
の
場
合
、
両
者
の
用
例
は
同
数
で
あ
る
が
、
震
旦
部
で
は
8
割
近
く
、
さ
ら

に
天
竺
部
で
は
9
割
以
上
が
会
話
文
に
お
け
る
用
例
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

会
話
文
で
の
用
例
が
心
中
思
惟
に
お
け
る
用
例
の
三
倍
以
上
と
な
っ
て
い
た
、

覚
一
本
『
平
家
物
語
』
の
場
合
を
上
ま
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

 
会
話
文
に
お
け
る
用
例
の
場
合
、

63
､
、
此
ヲ
悟
テ
、
「
此
ハ
何
ノ
光
ゾ
。
忽
二
我
ガ
宮
ヲ
照
ス
。
若
シ
、
佛
ノ
、

 
門
二
来
リ
給
ヘ
ル
カ
」
ト
宣
テ
、
人
ヲ
門
二
出
シ
テ
令
見
ル
ニ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
の
1
2
）

6
4
（
小
僧
）
「
汝
ガ
云
フ
所
、
若
シ
実
ナ
ラ
バ
、
我
レ
試
二
汝
ヲ
乞
請
テ
可
返
遣

 
キ
カ
」
ト
宣
テ
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
馳
 
 
 
 
（
巻
1
7
の
2
1
）

の
よ
う
に
、
「
疑
い
」
の
表
現
と
み
る
べ
き
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
は
、

岡
太
子
、
…
…
、
憂
陀
夷
二
間
給
バ
ク
、
「
只
此
ノ
人
ノ
ミ
死
ヌ
ル
カ
、
余
ノ

 
人
モ
又
而
力
有
ル
カ
」
ト
。
答
テ
云
ク
、
「
人
皆
此
ク
有
也
」
ト
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
の
3
）

㈹
沙
弥
「
実
ノ
心
ヲ
荻
テ
助
ヨ
ト
思
フ
カ
」
ト
。
商
人
等
「
今
日
ノ
命
ノ
生
死
、

 
ロ
ハ
、
汝
ヲ
愚
ム
所
也
」
ト
答
フ
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
5
の
1
1
）

勧
道
懸
ガ
云
ク
、
「
聖
人
ハ
食
ヲ
要
シ
給
フ
事
元
シ
ト
云
ヘ
ド
モ
識
嫌
ノ
為
二

 
求
メ
給
フ
カ
」
ト
。
道
英
、
此
レ
ヲ
聞
テ
、
咲
テ
云
ク
、
「
…
…
」
ト
云
フ
。
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（
巻
7
の
4
4
）

6
8
（
張
敷
）
「
悲
哉
、
我
レ
、
母
ヲ
不
見
ザ
ル
事
。
但
シ
、
我
が
母
存
生
ノ
時
、

 
若
シ
我
が
為
二
遺
シ
置
キ
給
ヘ
ル
財
有
力
」
ト
。
家
ノ
人
ノ
云
ク
、
「
絵
タ

 
ル
ー
ノ
扇
有
リ
。
…
…
」
ト
云
テ
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
9
の
6
）

69
s
�
s
着
テ
、
馬
ヨ
リ
下
テ
、
「
御
ヌ
ル
カ
」
ト
云
ヘ
バ
、
「
候
フ
」
ト
テ
出

 
来
タ
リ
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
6
の
9
）

㈲
童
「
我
ヲ
具
シ
テ
御
セ
」
ト
云
ヘ
バ
、
「
童
、
誰
ト
モ
知
り
不
奉
デ
、
上
ノ

 
空
ニ
ハ
何
カ
ニ
。
和
本
ハ
亦
何
コ
へ
御
マ
ス
ゾ
。
師
ノ
許
へ
御
マ
ス
カ
、
父

 
母
ノ
許
へ
御
マ
ス
カ
。
…
…
」
ト
云
ヘ
バ
、
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
7
の
4
4
）

㈲
通
ル
音
門
「
明
日
武
蔵
寺
二
品
キ
佛
ケ
可
出
給
シ
ト
テ
、
梵
天
・
帝
釈
・
四

 
大
天
王
・
竜
神
八
部
皆
集
マ
リ
給
フ
ド
ハ
知
リ
不
給
ザ
ル
カ
」
ト
云
ヘ
バ
、

 
桐
ノ
内
二
、
「
然
ル
事
モ
未
ダ
不
承
ズ
。
…
…
」
ト
云
ヘ
バ
、
（
巻
1
9
の
1
2
）

の
よ
う
に
、
「
問
い
」
の
表
現
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
用
例
㈱
・

圃
・
㈹
・
㈲
の
よ
テ
に
、
本
朝
世
俗
部
や
『
平
家
物
語
』
の
場
合
と
同
様
に
、

対
話
相
手
に
対
す
る
敬
語
表
現
と
共
起
し
て
い
る
例
も
か
な
り
み
ら
れ
、
こ
の

形
式
の
「
問
い
」
が
、
身
分
の
上
位
者
か
ら
下
位
者
へ
対
し
て
、
明
確
に
解
答

を
要
求
し
よ
う
と
す
る
、
強
い
調
子
の
表
現
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
『
源
氏

物
語
』
の
場
合
と
は
違
っ
て
、
こ
の
形
式
が
、
要
判
定
疑
問
表
現
に
お
け
る
「
問

い
」
の
形
式
と
し
て
、
よ
り
一
般
化
し
て
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 
な
お
、

㈱
満
財
が
子
、
妻
二
間
云
ク
、
「
此
レ
ハ
汝
が
師
力
」
ト
。
妻
ノ
云
ク
、
「
非
ズ
。

 
…
…
」
。
 
 
 
層
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
の
1
3
）

㈲
此
レ
ヲ
聞
テ
．
〈
奇
異
也
。
此
レ
ハ
夢
力
〉
ナ
ド
思
フ
間
隔
夜
警
ヌ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
5
の
2
0
）

の
よ
う
に
、
文
末
の
「
カ
」
が
体
言
に
接
続
す
る
用
例
は
、
文
末
用
法
の
助
詞

「
ヤ
」
は
体
言
に
は
接
続
し
な
い
と
い
う
文
法
的
制
約
が
あ
る
た
め
、
9
形

式
と
は
直
接
比
較
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
一
形
式
の
約
三
分
の
二

は
、
9
形
式
も
採
り
得
る
活
用
語
に
接
続
し
た
も
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
、

そ
の
場
合
は
両
者
の
形
式
の
間
に
表
現
効
果
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

 
ま
た
、
こ
の
一
形
式
の
場
合
、
用
例
㈹
・
圃
・
6
8
の
よ
う
に
、
「
若
シ
」
と

い
う
語
と
共
起
す
る
例
が
4
6
例
も
み
ら
れ
、
非
常
に
目
立
っ
て
い
る
点
や
、
用

例
圃
・
6
3
・
㈲
や
、

㈲
其
ノ
時
二
大
王
ノ
云
ク
、
「
汝
曲
人
ニ
ハ
非
ザ
リ
ケ
リ
。
若
巴
里
力
、
外
囲

 
竜
力
、
若
ハ
夜
叉
力
、
若
ハ
乾
闊
婆
力
」
ト
。
后
答
テ
云
ク
、
「
…
…
」
ト
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
3
の
2
5
）

の
よ
う
に
、
要
選
択
疑
問
表
現
的
に
二
つ
以
上
連
続
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
用

例
が
目
立
つ
点
は
、
本
朝
世
俗
部
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、

㈲
釈
迦
佛
ノ
、
御
弟
子
ノ
此
丘
等
二
、
「
羅
喉
羅
ハ
来
リ
タ
リ
カ
」
と
問
ヒ
給

 
フ
程
二
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
3
の
3
0
）

の
よ
う
に
、
「
カ
」
が
活
用
語
の
連
体
形
で
な
く
、
終
止
形
に
接
続
し
て
い
る

例
が
み
ら
れ
る
点
も
、
本
朝
世
俗
部
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
が
、
用
例
は
4
例

と
少
な
く
、
巻
3
と
巻
4
に
限
ら
れ
て
い
る
。

 
 
 
七
 
お
わ
り
に

 
以
上
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
う
ち
、
漢
文
訓
読
の
影
響
が
強
い
と
言
わ
れ
る
、

天
竺
部
・
震
旦
部
・
本
朝
仏
法
部
に
お
け
る
要
判
定
疑
問
表
現
に
つ
い
て
、
和

文
的
色
彩
が
濃
い
と
さ
れ
る
本
朝
世
俗
部
の
場
合
と
比
較
し
な
が
ら
考
察
し
て

『
今
昔
物
語
集
』
の
要
判
定
疑
問
表
現
（
下
）
 
1
天
竺
部
・
震
旦
部
・
本
朝
仏
法
部
の
場
合
1

（195）



き
た
。

 
改
め
て
、
目
立
っ
た
点
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
ま
ず
、
の
「
一
 
 
ニ
ヤ

 
 
 
。
」
、
の
「
 
 
ニ
ヤ
。
」
の
両
形
式
の
使
用
率
が
低
い
こ
と
。
こ
れ

は
、
要
説
明
疑
問
表
現
の
場
合
、
こ
の
両
形
式
と
対
応
す
る
、
，
の
「
疑
問
詞

 
 
ー
心
置
ー
 
 
。
」
、
，
d
「
疑
問
詞
l
l
ー
ニ
カ
。
」
の
両
形
式
の
使
用
率

が
や
は
り
低
か
っ
た
こ
と
と
同
じ
事
情
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ

ら
の
形
式
は
、
『
源
氏
物
語
』
に
代
表
さ
れ
る
申
古
和
文
に
お
い
て
は
多
用
さ

れ
る
が
、
漢
文
訓
読
で
は
使
用
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
本
舗
の
前
半
部
と
後
半

部
に
お
け
る
文
体
差
と
関
係
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
形

式
は
、
心
中
思
惟
や
、
地
の
文
に
お
け
る
挿
入
句
と
し
て
の
用
例
が
多
い
が
、

天
竺
部
や
震
旦
部
に
お
い
て
は
、
心
中
思
惟
や
挿
入
句
の
部
分
自
体
が
そ
れ
ほ

ど
多
く
な
い
と
思
わ
れ
、
作
品
と
し
て
の
叙
述
態
度
と
も
関
わ
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

 
次
に
、
D
「
 
 
ヤ
否
や
。
」
の
形
式
が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
の

形
式
は
、
本
朝
世
俗
部
で
は
わ
ず
か
2
例
し
か
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

訓
点
特
有
の
形
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
、
本
集
の
前
半

部
と
後
半
部
に
お
け
る
文
体
的
影
響
の
違
い
と
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

 
さ
ら
に
、
文
中
用
法
の
「
ヤ
」
を
使
用
す
る
形
式
の
比
率
が
低
く
、
文
末
用

法
の
「
ヤ
」
を
使
用
す
る
形
式
や
文
末
用
法
の
「
カ
」
を
使
用
す
る
形
式
の
比

率
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
。
特
に
、
震
旦
部
で
は
g
「
 
 
ヤ
。
」
形
式
、

天
竺
部
で
は
一
「
 
 
カ
。
」
形
式
の
使
用
率
の
高
さ
が
目
立
つ
。
具
体
的

な
用
法
に
つ
い
て
み
る
と
、
g
形
式
の
場
合
、
反
語
表
現
と
し
て
、
「
何
況
ヤ
」

コ
豆
二
」
の
よ
う
な
漢
文
訓
読
に
特
有
の
副
詞
の
使
用
さ
れ
た
用
例
が
目
山
1
1
つ
。

ま
た
、
一
形
式
の
場
合
、
天
竺
部
や
震
旦
部
で
は
、
本
朝
仏
法
部
や
本
朝
世

俗
部
と
比
較
し
て
、
会
話
文
に
お
け
る
用
例
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
。
こ
れ
は
、

こ
の
一
形
式
が
要
判
定
の
「
問
い
」
の
形
式
と
し
て
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
む
し
ろ
中
世
の
覚
一
本
『
平
家
物
語
』

の
場
合
と
共
通
の
性
格
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
前
述
の
よ

う
に
、
天
竺
部
や
震
旦
部
で
は
も
と
も
と
心
中
思
惟
の
部
分
自
体
が
そ
れ
ほ
ど

多
く
な
い
こ
と
と
も
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

 
こ
の
よ
う
に
、
本
手
の
場
合
、
要
判
定
疑
問
表
現
の
用
法
に
つ
い
て
も
、
前

半
部
は
漢
文
訓
読
の
影
響
が
強
く
、
後
半
部
は
和
文
的
色
彩
が
濃
い
と
い
う
特

徴
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
同
時
に
、
地
の
文
に
お
け
る
挿
入
句
や
、
登

場
人
物
の
心
中
思
惟
の
部
分
の
多
少
な
ど
、
作
品
と
し
て
の
叙
述
態
度
そ
の
も

の
に
つ
い
て
も
考
慮
す
べ
き
必
要
が
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

 
 
 
注

（
1
）
拙
稿
「
『
今
昔
物
語
集
』
の
要
判
定
疑
問
表
現
（
上
）
l
l
本
朝
世
俗
部
の

 
 
場
合
1
」
（
「
日
本
文
学
研
究
」
第
3
0
号
〈
一
九
九
五
年
〉
）

（
2
）
た
と
え
ば
、
大
系
本
の
解
説
で
は
次
の
論
考
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

 
 
堀
田
要
治
「
『
如
シ
』
と
『
様
ナ
リ
』
と
か
ら
見
た
今
昔
物
語
集
の
文
章
」

 
 
（
「
国
語
と
国
文
学
」
第
1
8
巻
第
！
0
号
）

 
 
石
垣
謙
二
「
語
法
よ
り
観
た
る
今
昔
物
語
集
1
『
が
』
『
の
』
の
用
法

 
 
二
三
に
つ
い
て
一
」
（
同
）

 
 
堀
田
要
治
「
今
昔
物
語
集
に
於
け
る
使
役
の
助
動
詞
ス
・
サ
ス
・
シ
ム
に

 
 
つ
い
て
」
（
「
橋
本
博
士
還
暦
記
念
国
語
学
論
集
」
）

 
 
そ
れ
ら
の
中
で
、
疑
問
表
現
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
は
、
理
由
を
問
う
疑

 
 
問
副
詞
に
注
目
し
た
次
の
論
考
が
あ
る
。
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舩
城
俊
太
郎
「
今
昔
物
語
集
の
疑
問
副
詞
「
何
ソ
」
「
何
ト
」
「
何
テ
ヒ
（
「
国

 
 
語
学
」
7
7
輯
〈
一
九
六
九
年
〉
）

 
 
な
お
、
本
号
の
国
語
学
的
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
武
義
『
今
昔
物
語

 
集
の
語
彙
と
語
法
』
〈
一
九
八
四
年
、
明
治
書
院
〉
に
詳
し
い
。

（
3
）
拙
稿
「
中
古
和
文
の
要
説
明
疑
問
表
現
1
『
源
氏
物
語
』
を
資
料
と
し

 
 
て
 
 
」
（
「
日
本
文
学
研
究
」
第
2
6
号
〈
一
九
九
〇
年
〉
）

（
4
）
築
島
裕
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
〈
一
九
六
三
年

 
東
大
出
版
会
〉
七
五
四
ペ
ー
ジ
。

（
5
）
和
歌
お
よ
び
詩
句
等
の
引
用
に
基
く
用
例
は
除
外
し
た
。
ま
た
、
各
話
末

 
 
の
「
～
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」
に
つ
い
て
も
、
形
式
的
な
常
套
句

 
 
と
考
え
て
除
外
し
た
。
も
し
、
こ
れ
を
含
め
れ
ば
b
形
式
の
用
例
数
が

 
 
大
き
く
増
加
す
る
こ
と
と
な
る
。

（
6
）
会
話
文
中
に
、
心
中
思
惟
の
部
分
が
引
用
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
心
中
思

 
 
惟
の
用
例
と
し
て
扱
っ
た
。

（
7
）
本
籍
の
「
ま
さ
に
」
の
用
法
に
つ
い
て
は
、
次
の
拙
稿
で
扱
っ
た
こ
と
が

 
 
あ
る
。

 
 
「
『
我
身
に
た
ど
る
姫
君
』
の
副
詞
「
ま
さ
に
」
の
用
法
を
め
ぐ
っ
て
1

 
 
反
語
と
打
消
推
量
の
交
渉
 
 
」
（
「
国
文
学
研
究
」
9
8
集
〈
一
九
八
九
年
〉
）

（
8
）
巻
2
0
の
全
4
例
は
「
～
ヤ
否
無
巻
1
9
の
う
ち
1
例
は
「
～
ヤ
不
ヤ
」
の

 
 
表
記
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
巻
7
に
、
「
天
上
二
般
若
有
リ
や
元
ヤ
」

 
 
の
よ
う
に
、
「
～
ヤ
元
ヤ
」
の
形
が
2
例
存
在
す
る
が
、
こ
れ
も
i
形
式

 
 
に
含
め
て
い
る
。

（
9
）
築
島
裕
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
〈
一
九
六
三
年

 
 
東
大
出
版
会
V
七
三
七
ペ
ー
ジ
。

（
1
0
）
大
系
本
の
補
注
（
第
二
分
冊
三
五
七
ペ
ー
ジ
）
で
は
、
「
～
力
否
ヤ
」
に

 
 
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

 
 
 
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
、
「
否
や
」
の
前
に
あ
る
文
の
意
を
本
当
に
そ

 
 
う
な
の
か
ど
う
か
、
真
偽
を
た
ず
ね
判
断
す
る
用
法
で
あ
る
点
に
お
い

 
 
 
て
共
通
し
、
同
じ
く
会
話
文
に
用
い
ら
れ
る
類
似
の
語
法
「
…
ヤ
否
や
」

 
 
が
、
単
に
、
存
在
か
非
存
在
か
、
肯
定
か
否
定
か
を
た
ず
ね
る
だ
け
に

 
 
止
ま
る
の
と
大
い
に
異
な
る
。

 
大
系
本
の
補
注
者
は
、
「
否
や
」
に
上
接
す
る
助
詞
「
カ
」
と
「
ヤ
」
の
持
つ

 
 
て
い
る
、
「
疑
い
」
と
「
問
い
」
と
い
う
性
格
の
違
い
に
よ
り
、
こ
の
よ

 
う
に
考
え
て
い
る
の
か
と
思
わ
れ
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
「
～
力
否
ヤ
」

 
 
の
形
は
、
「
～
ヤ
否
や
」
の
形
に
比
べ
る
と
用
例
が
は
る
か
に
少
な
く
，

 
 
し
か
も
、
「
～
ヤ
否
や
」
と
直
接
比
較
で
き
る
、
活
用
語
に
接
続
し
た
例
鯛

 
 
が
わ
ず
か
1
例
で
は
、
は
た
し
て
大
系
本
の
補
注
の
よ
う
に
結
論
で
き
る
 
 
口

 
 
か
は
疑
問
で
あ
る
。

（
1
1
）
本
朝
仏
法
部
に
存
在
す
る
地
の
文
に
お
け
る
用
例
は
、
『
源
氏
物
語
』
に

 
も
み
ら
れ
た
、
次
の
語
法
で
あ
る
。

 
其
ノ
光
り
、
…
…
、
霞
ノ
様
ニ
テ
、
有
ル
カ
元
キ
カ
ノ
如
ク
ニ
ゾ
有
ケ
ル
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
2
の
2
3
）

『
今
昔
物
語
集
』
の
要
判
定
疑
問
表
現
（
下
）
 
一
天
竺
部
・
震
旦
部
・
本
朝
仏
法
部
の
場
合
1


